
詳しくは県議会ホームページの本会議録画中継をご覧ください。　2月定例議会日程は 2/16 ～ 3/16（一般質問は 2/24 ～ 3/2）です。

11
月
定
例
会
一
般
質
問
内
容

問
今
年
度
の
当
初
予
算
は
、
各

地
域
で
、
ど
の
よ
う
な
割
合

で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
各

地
域
で
の
事
業
実
施
決
定
に
は
各
地

域
か
ら
の
税
収
入
は
考
慮
さ
れ
て
い

る
の
か
。

（
小
林
総
務
部
長
）
本
年
度
当
初
予

算
に
お
け
る
本
庁
と
10
地
域
の
割
合

に
つ
い
て
は
、
算
出
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
。
た
だ
し
、
平
成
27
年
度

決
算
に
お
け
る
支
払
金
額
ベ
ー
ス
で

は
、
一
般
会
計
歳
出
約
８
５
６
５
億

円
の
う
ち
、
本
庁
執
行
分
が
約
８

割
、県
内
の
現
地
機
関
分
が
約
２
割
、

県
外
事
務
所
分
は
、
約
０
・
０
１
パ

ー
セ
ン
ト
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
個

別
の
事
業
ご
と
に
そ
の
必
要
性
を
踏

ま
え
、
市
町
村
等
地
域
か
ら
の
要
望

や
実
情
等
も
含

め
、
そ
れ
ぞ
れ

一
定
の
方
針
や

基
準
な
ど
に
基

づ
き
決
定
し
て

い
る
。

　

問
県
庁
移

転
に
つ

い
て
は
、
短
期

間
で
結
論
が
出

る
問
題
で
は
な

い
。
じ
っ
く
り

と
議
論
を
す
る

た
め
に
も
、
先

ず
は
、
議
論
す

る
場
を
作
る
こ

と
が
必
要
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。ま
た
、移
転
し
た

場
合
の
費
用
、
経
費
に
つ
い
て
、
直

近
で
試
算
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

（
阿
部
知
事
）
長
野
県
は
、
広
い
県

土
を
持
ち
、
県
庁
ま
で
相
当
な
距
離

と
な
っ
て
し
ま
う
地
域
が
あ
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域

振
興
局
の
充
実
や
、
市
町
村
へ
の
権

限
移
譲
等
を
進
め
て
き
て
い
る
。
現

庁
舎
は
、
平
成
26
年
３
月
に
51
億
円

を
超
え
る
全
体
事
業
費
を
か
け
、
大

規
模
地
震
に
備
え
た
安
全
な
施
設
と

し
て
完
成
し
た
。
こ
の
現
庁
舎
を
大

切
に
使
い
な
が
ら
、
県
政
課
題
に
向

き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
県
庁
移
転

に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
試
算
し

た
事
は
無
い
。

問
旧
11
通
学
区
で
は
、
区
内
の

私
立
高
校
５
校
の
一
般
入
学

者
選
抜
の
学
力
検
査
が
同
じ
日
に
実

施
さ
れ
る
た
め
、
推
薦
入
学
を
除
く

と
私
立
高
校
同
士
の
併
願
が
で
き
な

い
。
受
験
の
機
会
を
増
や
す
た
め
に

も
日
程
を
ず
ら
す
よ
う
調
整
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

（
青
木
県
民
文
化
部
長
）
旧
11
通
学

区
の
一
般
入
試
の
日
程
を
ず
ら
し

て
、
私
立
間
の
併
願
を
認
め
る
と
、

実
際
の
入
学
者
数
が
予
測
で
き
ず
、

入
学
者
数
が
募
集
定
員
を
大
き
く
上

回
る
可
能
性
も
あ
り
、
必
要
な
教
室

や
教
員
が
確
保
で
き
な
い
な
ど
、
生

徒
に
対
す
る
適
切
な
教
育
環
境
を
損

な
う
恐
れ
も
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
一
般
入
試
を
同
じ
日
に
実
施

し
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、
日
程
を

ず
ら
す
こ
と
は
、
難
し
い
と
理
解
し

て
い
る
。

問
高
校
の
募
集
定
員
に
つ
い
て

は
、
公
立
８
、
私
立
２
と
い

う
ル
ー
ル
の
下
、
決
め
ら
れ
て
い
る

と
聞
く
。
こ
の
比
率
が
受
験
生
の
実

際
の
希
望
に
即
し
て
い
る
の
か
疑
問

の
声
も
あ
る
。
実
情
を
ど
の
程
度
把

握
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
お
考

え
か
。

（
青
木
県
民
文
化
部
長
）
公
立
高
校

の
募
集
定
員
充
足
率
は
、
近
年
98
％

前
後
で
推
移
し
て
い
る
の
に
対
し
、

私
立
高
校
は
、
全
国
レ
ベ
ル
の
ク
ラ

ブ
活
動
等
、
魅
力
あ
る
学
校
作
り
に

取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
平
成
22
年

度
の
86
・
９
％
か
ら
本
年
度
96
・
５
％

と
、
上
昇
し
て
い
る
。

　

公
私
の
募
集
定
員
枠
の
調
整
に
つ

い
て
は
、「
公
私
立
高
等
学
校
連
絡

協
議
会
」
に
て
、
私
立
高
校
や
県
教

育
委
員
会
の
代
表
者
が
協
議
し
、
現

在
の
公
私
比
率
に
至
っ
て
い
る
。
今

後
も
、
公
私
協
調
態
勢
を
堅
持
し
、

丁
寧
に
協
議
し
て
い
く
。

問
愛
知
県
と
同
様
、
前
期
・
後

期
選
抜
で
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一

志
望
・
第
二
志
望
の
２
校
の
受
験
を

可
能
と
し
、
両
方
が
合
格
圏
内
の
場

合
は
第
一
志
望
校
を
、
ど
ち
ら
か
片

方
が
合
格
圏
内
の
場
合
は
そ
の
学
校

を
合
格
と
す
る
選
抜
方
法
の
導
入
を

早
急
に
検
討
い
た
だ
け
な
い
か
。

（
原
山
教
育
長
）
愛
知
県
方
式
は
通

学
区
内
の
公
立
高
校
を
第
二
志
望
ま

で
選
べ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
公

立
高
校
の
併
願
を
可
能
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
一
般
入
試
の
学
力
検
査
の

受
験
機
会
が
２
回
あ
る
点
も
含
め
、

制
度
と
し
て
は
非
常
に
複
雑
で
あ
り

他
県
に
は
例
が
な
い
。
し
か
し
、
第

二
志
望
の
受
験
生
が
第
一
志
望
の
受

験
生
を
押
し
の
け
て
合
格
し
た
り
、

不
本
意
入
学
を
生
ん
だ
り
と
い
う
、

受
験
生
の
本
来
の
意
志
が
歪
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
課
題
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
い
か
な
る
入

学
者
選
抜
制
度
に
お
い
て
も
、
メ
リ

ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
時
代

に
応
じ
た
適
切
か
つ
最
善
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
か
点
検
し
、
他
県
の
例
も

参
考
に
し
な
が
ら
新
し
い
制
度
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

問
今
回
の
補
正
予
算
案
に
芸
術

文
化
活
動
推
進
事
業
費
と
し

て
、
芸
術
監
督
団
が
企
画
し
文
化
振

興
事
業
団
が
実
施
す
る
演
劇
公
演
へ

の
支
援
２
４
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

（
青
木
県
民
文
化
部
長
）
芸
術
監
督

団
の
一
員
で
あ
る
串
田
和
美
氏
が
シ

新
た
に
演
出
す
る
演
劇
「
テ
ン
ペ
ス

ト
」
の
公
演
を
予
定
し
て
い
る
。
実

施
主
体
は
文
化
振
興
事
業
団
で
、
伊

那
市
、
飯
山
市
、
長
野
市
で
開
催
す

る
た
め
の
経
費
に
対
し
支
援
す
る
。

障
が
い
の
あ
る
方
や
高
校
生
の
招

待
、
文
化
会
館
の
ス
タ
ッ
フ
研
修
、

芸
術
監
督
団
と
地
域
づ
く
り
関
係
者

や
高
校
生
等
と
の
座
談
会
等
も
予
定

し
て
い
る
。

（
再
質
問
）
確
認
で
す
が
、
こ
の
巡

回
公
演
は
既
に
決
定
し
て
い
る
も
の

で
は
な
く
、
仮
に
今
回
補
正
予
算
案

が
否
決
さ
れ
た
場
合
、
演
劇
公
演
は

行
わ
れ
な
い
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

（
青
木
県
民
文
化
部
長
）

　

仮
に
と
い
う
質
問
で
す
の
で
、
答
弁

は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
再
質
問
）
仮
に
と
い
う
こ
と
で
答

え
ら
れ
な
い
と
の
事
だ
が
、
こ
の
議

案
に
つ
い
て
審
議
し
、
賛
成
、
反
対

す
る
の
は
私
た
ち
議
員
で
す
。
再
度

質
問
に
答
え
て
頂
き
た
い
。
加
え
て

公
演
の
経
費
総
額
に
対
し
て
補
助
金

を
ど
の
よ
う
な
基
準
で
支
給
す
る
予

定
か
。

（
青
木
県
民
文
化
部
長
）

　

県
予
算
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、

県
と
し
て
は
執
行
で
き
な
い
と
い
う

の
は
、
当
然
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
こ

れ
は
あ
く
ま
で
も
事
業
団
の
事
業
で

あ
り
、
別
の
判
断
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
２
４
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
芸
術
監
督
団
が
企
画

す
る
事
業
を
実
施
す
る
文
化
振
興
事

業
団
に
負
担
金
と
し
て
支
出
す
る
。

（
再
質
問
）　

芸
術
監
督
団
が
企
画
し

た
も
の
に
対
し
、
補
助
を
す
る
も
の

で
あ
り
、
監
督
団
の
メ
ン
バ
ー
が
演

出
を
手
が
け
る
演
劇
へ
の
補
助
と
な

る
が
、
企
画
し
た
監
督
団
に
利
害
関

係
者
が
存
在
す
る
こ
と
に
問
題
は
な

い
の
か
。

（
青
木
県
民
文
化
部
長
）

　

芸
術
監
督
団
が
実
施
す
る
事
業
に

つ
い
て
支
援
を
し
て
い
く
と
い
う
ス

キ
ー
ム
で
あ
り
、
利
害
関
係
に
は
あ

た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
再
質
問
）

　

舞
台
、
演
劇
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス
を

毎
日
配
信
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
10
月
31
日
に
更
新
さ
れ
た
記
事
に

公
演
の
決
定
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

補
正
予
算
で
計
上
さ
れ
て
い
る
以

上
、
予
算
成
立
後
に
公
演
決
定
な
い

し
は
公
演
の
内
容
が
発
表
さ
れ
る
べ

き
で
、
今
回
の
よ
う
に
予
算
成
立
前

に
公
演
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
は
問

題
が
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
で
は
議
会

軽
視
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
知

事
の
見
解
を
伺
う
。

（
阿
部
知
事
）

　

私
の
段
階
で
十
分
、
状
況
を
確
認

で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意

味
で
早
急
に
、
ま
ず
は
事
実
確
認
を

行
っ
た
上
、
必
要
な
対
応
を
取
る
。

（
要
望
）

　

大
北
森
林
組
合
問
題
を
は
じ
め
、

様
々
な
問
題
が
あ
る
中
、
疑
念
を
持

た
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、

し
っ
か
り
と
事
業
を
進
め
る
こ
と
を

要
望
す
る
。

そ
の
後
、
こ
の
事
業
の
財
源
で
あ
る

「
地
域
創
生
加
速
化
交
付
金
」
が
不

採
択
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
、
定
例
会
最
終
日
に
予
算
案

へ
の
賛
成
討
論
で
、
今
ま
で
以
上
に

危
機
感
を
持
っ
て
事
業
を
考
え
、
よ

り
魂
を
込
め
て
地
方
創
生
に
取
り
組

ん
で
頂
き
た
い
と
一
言
も
う
し
あ
げ

ま
し
た
。

地
域
の
強
み
や
特
性
を
活
か

し
た
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

１

高
等
学
校
入
学
者
選
抜
に

つ
い
て

２

芸
術
文
化
政
策
に
つ
い
て

３

や る 気・ 元 気・ 信 州 に 好 機

寺沢こうき　県政報告

大阪府立中央聴覚支援学校を視察

ISAK（軽井沢）を視察し、代表理事と意見交換


